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カルデスモンは，平滑筋細胞および非筋細胞における Ca 2 + 依存性アクチンーミオシン相互作用のアクチン側制御
因子であるO このカルデスモンには大別して二つのアイソフォームが存在し，平滑筋細胞においては高分子量型のん











砂嚢筋型プロモーター中には，複数のE-ボックス，および CArG- ボックス様配列などが認められる。 CEFs ， HeLa 
細胞，およびマウス骨格筋細胞株である C2 C12細胞における，一連の欠失変異体を用いた CAT アッセイより，転写

















したものであるo カルデスモンは はじめ平滑筋細胞において Ca 2 +- カルモデ、ュリン依存性にアクチン側で収縮を制
御する因子として見い出されたが，その後平滑筋のみならず非筋細胞においても同様の機作で収縮制御を行っている
と考えられるに至っているo また平滑筋特異的に強く発現するアイソフォームであるんカルデスモンと非筋細胞型






またこのエレメントと配列特異的に DNA- 蛋白質複合体を形成する 約70kDa の蛋白質因子の存在を明らかにした。
平滑筋特異的な種々の遺伝子の発現調節機構については未だ情報が少ない。本研究で明らかにされたことがらは，
それを理解する上でも重要な概念、を提示しており したがって本研究を学位に値するものと認める。
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